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ハ
ー
ブ
実
証
栽
培
事
業

初
め
て
の
収
穫
と
加
工
体
験

町
と
町
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
栽
培
し

た
ハ
ー
ブ
を
単
な
る
生
産
だ
け
に

終
わ
ら
せ
ず
、
加
工
品
づ
く
り
か

ら
試
験
販
売
を
行
う
、
６
次
産
業

化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一

.

耕
作
放
棄
地
の
再
生

草
刈
・
耕
運
・
整
地
を
行
い
、

有
機
肥
料
を
投
入
す
る
等
、
土
壌

改
良
に
も
努
め
、
耕
作
放
棄
地
を

農
園
に
再
生
し
ま
し
た
。

二

.

ハ
ー
ブ
苗
の
植
え
付
け

町
農
業
再
生
協
議
会
の
構
成
員

や
松
崎
幼
稚
園
中
川
園
の
園
児
に

よ
り
、ハ
ー
ブ
の
苗

種
類
約
７,

３４

０
０
０
株
を
植
え
付
け
し
ま
し
た
。

三

.

ハ
ー
ブ
説
明
看
板
の
設
置

植
え
付
け
た

種
類
の
ハ
ー
ブ

３４

の
説
明
看
板
を
設
置
し
、
そ
の
用

途
や
効
能
が
、
農
園
を
訪
れ
た
方

に
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

四

.

ハ
ー
ブ
の
収
穫
加
工
体
験

７
月
末
に
町
農
業
再
生
協
議
会

の
構
成
員
や
町
内
外
の
一
般
参
加

者
に
よ
り
、
ハ
ー
ブ
の
収
穫
加
工

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

一

.

ハ
ー
ブ
の
加
工
品
づ
く
り

ハ
ー
ブ
は
、
食
用
・
薬
用
・
加

工
用
と
用
途
が
広
く
、
多
様
性
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
ハ
ー
ブ
の
種

類
に
合
っ
た
加
工
品
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
、
入

ハ
ー
ブ
の
収
穫
は
、
丁
寧
な
作

業
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
参
加

者
は
手
際
良
く
１
時
間
足
ら
ず
で

亂
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。

２５
収
穫
作
業
後
に
は
、
ル
バ
ー
ブ

と
い
う
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム

や
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
葉
で
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
を
作
る
等
の
加
工
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

浴
剤
、
化
粧
水
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

等
へ
の
製
品
化
、
ま
た
ハ
ー
ブ
を

使
っ
た
料
理
教
室
等
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

二

.

販
路
の
開
拓

商
品
開
発
と
と
も
に
販
路
の
開

拓
は
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。

町
内
へ
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
、

町
外
へ
の
販
売
を
目
指
し
、
現
在
、

姉
妹
都
市
の
帯
広
市
へ
の
販
路
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
外
企
業
の
新
製
品
開

発
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

三

.

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

ハ
ー
ブ
農
園
を
活
用
し
、
ハ
ー

ブ
の
収
穫
や
ハ
ー
ブ
せ
っ
け
ん
づ

く
り
等
、
多
く
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
し

て
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ブ
に
は
多

く
の
経
営
展
開
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

今
後
、
こ
の
ハ
ー
ブ
実
証
栽
培

事
業
の
取
り
組
み
を
基
に
、
町
内

に
ハ
ー
ブ
の
栽
培
が
普
及
す
る
よ

う
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

ハーブでジャムづくり

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

伊
豆
半
島
で
初

め
て
の
本
格
的
な

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
レ
ー
ス
「
Ｉ

ｚ
ｕ

Ｔ
ｒ
ａ
ｉ

ｌ

Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ

ｅ
ｙ

第
１
回
伊

豆
松
崎
・
修
善
寺

間
山
岳
競
争
大
会
」

が
平
成

年
３
月

２５

日
に
開
催
さ
れ

１０ま
す
。

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
山

間
部
等
の
自
然
の
中
を
走
る
も
の

で
、
今
回
の
大
会
は
、
持
続
可
能

な
伊
豆
の
新
し
い
旅
の
提
案
や
伊

豆
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流

人
口
の
拡
大
、
お
も
て
な
し
に
よ

る
伊
豆
フ
ァ
ン
の
増
加
と
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
発
展
へ
の
貢
献

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
世
界
で
活
躍
す
る

プ
ロ
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
鏑
木
毅

氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
松
崎
町

か
ら
伊
豆
市
ま
で
の
山
岳
地
域
約

乂
で
レ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

７０

大
会
に
は
、全
国
各
地
か
ら
１,

５
０
０
人
余
り
の
参
加
者
を
予
定

し
、
現
在
、
松
崎
町
を
は
じ
め
伊

豆
市
等
の
行
政
や
観
光
関
係
者
、

関
係
団
体
か
ら
な
る
伊
豆
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
実
行
委
員

会
（
松
崎
町
観
光
協
会
内
）
で
開

催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
レ
ー
ス
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

レ
ー
ス
実
行
委
員
会

（
４
３
）
２
０
０
０ レースが行われる山々の様子

ここ
れ
ま
で
の
取
り
組

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
みみ

今
後
の
取
り
組

今
後
の
取
り
組
みみ

ハ
ー
ブ
栽
培

ハ
ー
ブ
栽
培
のの
普
及
へ

平
成

年
３
月

伊
豆
半
島
で
初
め
て
！

25

本本本
格
的
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

レ
ー
ス
を
開
催

本本
格
的
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

本
格
的
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
ググ

レ
ー
ス
を
開

レ
ー
ス
を
開
催催
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壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
推
進
や
住
民

の
手
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
の
推
進
、
花
壇
づ
く
り
を
通

し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年
で
３５

回
目
と
な
り
ま
す
。

審
査
は
、
町
長
を
は
じ
め
、
県

伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究

員
や
知
識
経
験
者
、「
花
咲
く
し
ず

お
か
」
賀
茂
地
域
推
進
協
議
会
事

務
局
ら
６
人
が
あ
た
り
ま
し
た
。

審
査
員
は
、
参
加
し
た

団
体

２０

の
花
壇
を
１
日
か
け
て
回
り
、
取

り
組
み
度
、
努
力
度
、
創
意
工
夫

度
、
技
術
度
の
４
項
目
を
採
点
し

ま
し
た
。

表
彰
は
、
秋
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
さ
ん
さ
ん
松
崎
福
祉

大
会
」
で
行
わ
れ
る
ほ
か
、
上
位

の
団
体
は
、県
が
開
催
し
て
い
る「
花

咲
く
し
ず
お
か
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

花
の
親
睦
会
（
小
杉
原
）

【
優
秀
賞
】

天
寿
会
（
岩
地
）

峰
寿
会
（
峰
）

活
性
会
（
池
代
）

【
努
力
賞
】

浅
間
会
（
雲
見
）

松
尾
区
（
松
尾
）

常
盤
会
（
伏
倉
）

な
で
し
こ
グ
ル
ー
プ
（
江
奈
１
）

寿
会
（
船
田
）

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

団
体
だ
け
で
な
く
、
個
人

や
事
業
所
の
花
壇
、
プ
ラ

ン
タ
ー
等
に
つ
い
て
も
評
価
す
る

機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
更
な
る
推
進
を
図
ろ
う
と
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

審
査
は
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
と

同
日
に
行
わ
れ
、
取
り
組
み
の
様

子
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
等
に
つ

い
て
採
点
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

望
月

卓
さ
ん
（
東
区
）

【
優
秀
賞
】

山
本

善
雄
さ
ん
（
指
川
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

花

審査の様子

街

優秀賞 天寿会（岩地） 最優秀賞 花の親睦会（小杉原）

優秀賞 活性会（池代） 優秀賞 峰寿会（峰）

最優秀賞 望月 卓さん（東区）

第第第

回

花

壇

コ

ン

ク

ー

ル

３５
第

回

街

角

の

花

コ

ン

ク

ー
ル

２０
第第第

回

花

壇

コ

ン

ク

ー

ル

３５
第

回

街

角

の

花

コ

ン

ク

ー
ル

２０
第第第

回回

花

壇

コ

ン

ク

ー

花

壇

コ

ン

ク

ー

ルル

３５３５
第第

回回

街

角

の

花

コ

ン

ク

ー

街

角

の

花

コ

ン

ク

ー
ルル

２０２０
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小
中
学
生
が
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
、
北
海
道
帯
広
市
と
長
野
県

松
本
市
安
曇
地
区
の
小
中
学
生
と

親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
を
訪
問
し
、
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

臼
井
静
男
松
崎
小
学
校
長
を
団

長
と
し
た
、
小
学
生
ら

人
が
、

１４

７
月

日
か
ら

日
ま
で
帯
広
市

２５

２７

を
訪
問
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
帯
広
市
役
所
へ
の
表

敬
訪
問
や
依
田
勉
三
翁
の
お
墓
参

り
等
の
他
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
で
帯
広
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
や
牧

場
で
の
搾
乳
体
験
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
等
、
帯
広
な
ら
で
は
の
有

意
義
な
体
験
学
習
も
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
こ
の
３
日
間

の
訪
問
で
、
依
田
勉
三
翁
の
偉
大

な
功
績
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
素

晴
ら
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

土
屋
晴
樹
松
崎
中
学
校
長
を
団

長
と
し
た
、
松
崎
中
学
校
２
年
生

の
一
行

人
が
、
８
月

日
か
ら

３９

２２

日
ま
で
松
本
市
安
曇
地
区
を
訪

２４問
し
ま
し
た
。

一
行
は
松
本
市
到
着
後
、
重
文

岩
科
学
校
と
姉
妹
館
提
携
を
結
ん

で
い
る
旧
開
智
学
校
や
松
本
城
を

見
学
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
大
黒
岳
登
山
に
挑
戦

し
、
山
頂
か
ら
ア
ル
プ
ス
の
パ
ノ

ラ
マ
を
一
望
す
る
等
、
雄
大
な
自

然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
安
曇
地
区
の
中
学
生
と
交
流
会

を
行
い
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

松
本
市
安
曇
地
区
の
中
学
生
ら

人
が
、
７
月

日
か
ら

日
ま

１９

１７

１９

で
の
３
日
間
の
日
程
で
来
町
し
ま

し
た
。

初
日
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
小
泉
商
店
で
桜
葉
の
摘
み

取
り
体
験
を
し
、
長
八
美
術
館
や

重
文
岩
科
学
校
等
、
町
内
の
文
化

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
岩
地
海
岸
で
地
引

網
や
海
水
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

地
引
網
で
は
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
網
を
引
き
、
獲
れ
た
鯛

や
キ
ス
等
は
、
夕
食
で
食
べ
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、
松
崎
中
学
校
２

年
生
と
砂
の
造
形
や
カ
ヌ
ー
体
験

を
行
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

帯
広
市
子
供
親
善
訪
問
団
の
小

学
生
ら

人
が
、
８
月
１
日
か
ら

１２

３
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
松

崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
光
る
泥
だ
ん
ご
作
り

の
体
験
を
し
、
２
日
目
は
役
場
を

表
敬
訪
問
し
た
後
、
依
田
勉
三
翁

に
ゆ
か
り
の
あ
る
三
余
荘
や
、
大

沢
温
泉
ホ
テ
ル
を
訪
問
し
、
勉
三

翁
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
崎
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
岩
地
海
岸
で
海
水
浴
を

行
い
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
等
、

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

帯広市の米沢市長と一緒に

岩地海岸にて地引網体験

牛原山にて記念撮影

小
中
学
生
に
よ
る

小
中
学
生
に
よ
る

（
）

（
）

（
）
（
）

松
崎
か
ら
帯
広
へ

松
崎
か
ら
安
曇
へ

安
曇
か
ら
松
崎
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ

大黒岳の山頂にて
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三
聖
塾
夏
季
宿
泊
体
験
学
習

５
日
間
の
活
動
で
は
、
自
分
た

ち
の
食
事
と
な
る
干
物
作
り
体
験
、

三
聖
に
ゆ
か
り
の
あ
る
三
余
荘
や

大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
の
訪
問
、
竹
を

使
っ
た
楽
器
作
り
、
ア
ユ
釣
り
、

川
の
生
き
物
観
察
会
、
理
科
実
験

教
室
、
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
、
座
禅

体
験
等
を
町
内
で
活
動
し
て
い
る

方
に
講
師
を
お
願
い
し
、
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
は
、
講
師
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
延
べ

人
７０

の
皆
様
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
小

学
校
５
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、

「
花
の
三
聖
苑
」
を
拠
点
と
し
た

４
泊
５
日
の
宿
泊
体
験
学
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は

人
が
参
加
し
、
７

３４

月

日
か
ら
７
月

日
ま
で
の
日

２７

３１

程
で
、
朝
・
夕
食
を
仲
間
と
協
力

し
て
自
炊
し
な
が
ら
、「
ふ
る
さ
と

を
体
験
・
学
習
」
「
ふ
る
さ
と
の
た

め
に
活
動
」「
ふ
る
さ
と
の
人
と
か

か
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
ま

し
た
。

本
事
業
も

年
目
を
迎
え
ま
し

１２

た
。
今
年
度
の
修
了
生

人
を
加

３４

え
、
４
２
０
人
の
児
童
が
夏
季
宿

泊
体
験
学
習
を
修
了
し
ま
し
た
。

過
去
の
修
了
生
が
中
高
生
と
な

り
、
三
聖
塾
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
も
、
本
事

業
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
中
高
生

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
５
日
間
で
延
べ

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
と

５９し
て
指
導
し
た
り
、
仲
間
と
し
て

一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
活

動
を
支
え
ま
し
た
。

宿
泊
体
験
学
習
中
は
、
花
の
三

聖
苑
内
へ
の
車
の
進
入
を
制
限
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、安
全

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

【
松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
】

松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
は
、

昭
和

年
に
設
立
さ
れ
、
身
近
に

５５

あ
る
豊
か
な
自
然
に
触
れ
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
団
員

人
で
４
月

２１

か
ら
緑
の
植
樹
や
高
通
山
ハ
イ
キ

ン
グ
、
田
植
え
等
の
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
８
月
に
は
富
士
山
の

麓
に
県
下
の

少
年
団
が
集
ま
る

１０

交
流
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
森
の
清
掃
活
動
や
稲

刈
り
、
海
洋
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
ス

キ
ー
教
室
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
豊
か
な
自

然
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る
い
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
各
種

体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
洋
ク
ラ
ブ
は
小
学
５
年
生
か

ら
、
み
ど
り
の
少
年
団
は
小
学
４

年
生
か
ら
入
団
で
き
ま
す
。

来
年
度
の
募
集
も
、
積
極
的
な

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
】

松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
６０

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
ク
ラ
ブ
員

人
で

１４

５
月
中
旬
か
ら
毎
週
土
曜
日
に
海

岸
清
掃
や
カ
ヌ
ー
訓
練
を
し
な
が

ら
、
海
に
親
し
む
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
岩
地
海
岸
ま
で

の
ロ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
も
楽
し
み

ま
す
。

毎
年
８
月

日
に
は
、
安
良
里

１６

港
で
開
催
さ
れ
る
伊
豆
西
海
岸
カ

ヌ
ー
大
会
に
参
加
し
ま
す
。
今
大

会
も
、
参
加
し
た
全
員
が
、
最
後

ま
で
全
力
で
パ
ド
ル
を
漕
ぎ
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１ ６月の活動 田植え体験

体

験

活

動

の

紹

介

三聖会堂にて記念撮影

中川地区コミュニティづくり推進
委員の皆様とビオトープ作り

干物作り体験

自自自
然
・
体
験
・
友
達
い
っ
ぱ
い
！

自自
然
・
体
験
・
友
達
い
っ
ぱ
い

自
然
・
体
験
・
友
達
い
っ
ぱ
い
！！

～～～～～～

）（ ）（ ）（

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
・
松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
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－

俳

句－

山

本

武

男

小

林

忠

夫

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

稲

葉

文

字

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

夏

目

和

子

鈴
木
す
み
江

松
田
美
智
子

清

水

高

子

斎
藤
み
つ
子

秋
立
つ
や
我
が
家
の
ま
わ
り
草
ゆ
れ
て

生
か
さ
れ
て
悔
い
無
き
日
々
や
今
朝
の
秋

う
な
ぎ
屋
の
う
の
字
の
長
き
紺
の
れ
ん

夕
端
居
何
時
し
か
孫
の
側
に
い
る

草
取
り
の
日
課
や
妻
の
左
利
き

紙
た
も
の
竿
先
ゆ
ら
す
蝉
の
音

草
花
に
水
や
り
す
る
も
夕
涼
み

鳳
仙
花
洗
濯
物
も
よ
く
乾
き

大
皿
の
枝
豆
が
好
き
ク
ラ
ス
会

鳳
仙
花
咲
い
て
は
じ
け
て
庭
の
隅

ひ
と
す
じ
の
美
し
き
青
春
鳳
仙
花

は

賑
や
か
な
子
等
去
り
し
夕
ち
ち
ろ
鳴
く

秋
思
か
な
風
に
乗
り
来
し
父
母
の
声

七
夕
や
願
ひ
は
一
つ
健
や
か
に

生
垣
に
紛
れ
て
南
瓜
五
寸
玉

種
飛
ば
す
力
秘
め
る
や
鳳
仙
花

法
螺
の
音
の
村
に

ほ

ら

ね

谺
こ
だ
ま

し
渡
御
の
列

と

ぎ
ょ

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

ふるさと納税への
ご協力ありがとう

ございました

警
察
と
住
民
の
懸
け
橋

「
警
察
署
協
議
会
」

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

警
察
と
住
民
の
懸
け
橋

「
警
察
署
協
議
会
」

警
察
署
協
議
会
と
は
、
警
察
署

の
業
務
運
営
に
民
意
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
直
接
住
民
に
意
見
を
聞

き
、
理
解
と
協
力
を
求
め
る
も
の

で
す
。

松
崎
警
察
署
協
議
会
で
は
、
公

安
委
員
会
か
ら
６
人
の
委
員
が
委

嘱
さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
の
起
き
に

く
い
社
会
づ
く
り
等
に
関
し
て
議

論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
月

日
に
は
、
松
崎
警
察
署

１１

で
、
平
成

年
第
２
回
松
崎
警
察

２４

署
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
ま
ず
今
年
の
１

月
か
ら
６
月
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法

の
未
然
防
止
等
に
関
す
る
こ
と
の

ほ
か
、
総
合
的
な
交
通
事
故
防
止

対
策
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
、
今
後
、

月
ま
で
の

１２

期
間
、
ど
う
い
っ
た
業
務
に
重
点

を
置
く
か
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
、

引
き
続
き
振
り
込
め
詐
欺
の
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
、
交
通
事
故
の

防
止
に
つ
い
て
は
、
特
に
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
等

に
つ
い
て
答
申
し
ま
し
た
。

詳
し
い
協
議
概
要
に
つ
い
て
は
、

松
崎
警
察
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

松
崎
警
察
署
（
４
２
）
０
１
１
０

史
料
の
整
理
に
着
手

松
崎
町
に
は
、
明
治
・
大
正
・

そ
し
て
昭
和

年
の
町
村
合
併
以

３０

前
の
史
料
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

ま
す
。

文
書
館
等
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、

こ
れ
ら
史
料
は
、
整
理
し
て
多
く

の
利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
松
崎
町
に
お
い
て
は
、

図
書
館
で
町
史
を
閲
覧
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
史
料

の
整
理
や
閲
覧
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

史
料
は
、
近
代
か
ら
現
代
へ
の

過
渡
期
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
本
の
破

損
、
散
逸
を
防
ぐ
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
、
こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
史

料
の
整
理
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

業
務
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
学

研
究
会
に
委
託
し
、
そ
の
内
容
は
、

史
料
の
撮
影
と
デ
ー
タ
処
理
を
行

い
、
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
目
録

の
作
成
を
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、検
索
や
閲
覧
も
容

易
に
な
り
、
町
史
研
究
も
大
き
く

前
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

松崎警察署協議会の会議の様子

昨年度に引き続き、下記の方から

ふるさと納税をしていただきました。

○萩 原 様（東京都在住）

○久保田 廣近 様（江奈）

ありがとうございました。

イベント・催し紹介

第２９回 長八まつり

【日時】９月２３日（日）

午前１０時から

【場所】長八美術館周辺

【問合せ】

企画観光課（４２）３９６４

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
警
察
署
協
議
会
」

第
２
回
松
崎
警
察
署
協
議
会
概
要

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙
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第27回伊豆西海岸カヌー大会

西伊豆町の安良里漁港では、伊豆西海岸カ
ヌー大会が開催されました。松崎町からは、海
洋クラブの子どもたちが参加し、７人が入賞しま
した。

8/20～22

雲見海岸キャンドルロードの夕べ

雲見海岸では、２０日から２２日まで、観光客や
地域住民の皆様に夜の海岸を楽しんでいただく
ため、海岸をろうそくの灯火で彩るキャンドル
ロードの夕べが行われました。

77

第

回
松
崎
町
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
・

35
第

回
街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

20
８
月

日
、毎
年
恒
例
と
な
っ

１０

て
い
る
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
と
街

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

へ

団
体
、
街
角
の
花
コ
ン

２０
ク
ー
ル
へ
５
人
の
方
か
ら
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
、
１
日
か
け

て
全
て
の
花
壇
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

真
夏
の
炎
天
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
き
れ
い
に
花
を
咲
か
せ

る
た
め
に
は
、
大
変
な
努
力
と

会
員
間
の
連
携
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
皆
様
の
活
動
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
花
壇
は
、

町
民
だ
け
で
な
く
、
町
を
訪

れ
る
観
光
客
や
帰
省
さ
れ
た

方
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

今
回
で

回
目
と
な
る
花

３５

壇
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
が
、
会

員
の
高
齢
化
や
減
少
等
に
よ

り
、
多
く
の
団
体
に
お
い
て
、

花
壇
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
り
、
解
散
し
て
し
ま

う
団
体
も
現
れ
始
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
地
区
内
の

花
壇
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
残
念
に
思
い
、
地
域

の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
花
壇
の
再

生
に
取
り
組
み
、
今
回
の
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
に
初
め
て
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
事
に

再
生
さ
れ
た
花
壇
は
、
審
査
員

の
皆
様
に
も
大
変
好
評
で
、
努

力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
の
女
性
グ
ル
ー
プ
や
、

先
月
協
定
を
締
結
し
た
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
取
り
組
む
団
体

等
、
行
政
の
手
が
届
き
に
く
い

分
野
で
、
町
民
の
皆
様
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
こ
う
し
た
団
体
に
活
躍
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
平

成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里

づ
く
り
や
今
年
度
加
盟
を
目

指
し
て
い
る
日
本
で
最
も
美

し
い
村
連
合
の
活
動
の
基
礎

と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
日
々
の
活
動
の

積
み
重
ね
が
素
晴
ら
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
繋
が
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。松

崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
7/14～8/26

松崎ジュニアボランティアクラブ海岸清掃

海水浴客等でにぎわう夏の期間中、小学生か
ら高校生までの有志約２５人が、毎朝６時から約
１時間かけて海岸の流木や空き缶、花火等のゴ
ミを集めました。

8/15・16
夏まつり

岩地、雲見海岸では、１５日に花火大会が行わ
れました。翌日の１６日には、松崎地区で灯ろう
流しや花火大会等、多彩な催しが行われ、多く
の人で賑わいました。

町長室からこんにちは ◯3３



届出人年齢氏 名地 区

み さ を79藤 田 一 雄宮 内

国 広76筆藤平治郎岩 地

八 十 志78鈴 木 武 義雲 見

和 夫67佐藤ますよ伏 倉

修88窓 橋 孜 江大 澤

浩 之68山 本 文 代指 川

學82平 馬 文 枝江奈１

和 子71藤 本 昼 史道 部

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，７１５人（＋２７人）
男 ３，６６２人（＋１４人）
女 ４，０５３人（＋１３人）
世帯数 ３，０９１戸（＋８戸）
転 入 １８人 転 出 １２人
出 生 ４人 死 亡 １０人

（平成２４年７月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 １件 （±０）

物損事故 １０件 （＋３）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （±０）

二
〇
一
二
年
九
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

〇

号

おくやみ申し上げます（死亡）

平成２４年７月発生分

姉

妹

都

市

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（7月届出分（7月届出分））

保護者性別名 前地 区

齋 藤 一 憲女心 愛
ここ な

峰 輪

八 木 一 弘男翔
しょう

生
せい

江奈３

鈴 木 茂 孝男大
だい

山 口

おめでとうございます（出生）

北
海
道
に
は
、
秋
に
も
「
観
楓

（
か
ん
ぷ
う
）
会
」
と
い
う
お
花

見
が
あ
り
ま
す
。
だ
い
た
い
９
月

か
ら

月
の
紅
葉
が
色
づ
く
季
節

１０

に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
観
楓
会
、
春
の
お
花
見
と

大
き
く
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
は
、
お
花
見
は
近
場
で
日

帰
り
で
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
の

に
対
し
、
観
楓
会
は
温
泉
宿
等
で

一
泊
す
る
こ
と
と
、
な
ん
と
花
は

一
切
見
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

観
楓
会
の
流
れ
は
、
仕
事
が
終

わ
っ
た
後
、
み
ん
な
で
貸
し
切
り

バ
ス
に
乗
車
し
移
動
↓
ゆ
っ
く
り

温
泉
に
つ
か
る
↓
大
い
に
宴
会
を

楽
し
む
↓
翌
日
に
バ
ス
で
帰
省
↓

駅
や
街
中
で
解
散
と
な
り
ま
す
。

お
花
見
の
時
間
が
無
い
の
は
、

観
楓
会
は
職
場
等
で
の
懇
親
を
主

な
目
的
と
し
て
い
る
、
ま
さ
に
花

よ
り
団
子
と
い
う
行
事
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

本
当
に
紅
葉
を
楽
し
み
た
い
人

は
北
海
道
で
も
や
は
り
「
紅
葉
狩

り
」
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
北
海
道
は
紅
葉
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、「
観
楓
会
」
に
も

「
紅
葉
狩
り
」
に
も
最
高
の
時
期

に
な
り
ま
す
。

十
勝
・
帯
広
に
も
素
敵
な
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
松
崎
町
の
皆
様
も
鮮
や
か

な
紅
葉
を
楽
し
み
に
、
ぜ
ひ
帯
広

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

帯
広
市
か
ら

「「
観
楓
会

「
観
楓
会
」」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑧

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑧
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
利

用
し
た
通
信
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
の
契

約
に
お
い
て
、
そ
の
代
金
の
支
払
方
法
が
、
翌

月
一
括
払
い
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

で
あ
る
場
合
、電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
代
行
を
利
用
す
る
場
合
、
携
帯

電
話
の
通
話
料
金
等
と
一
緒
に
携
帯
電
話
会
社

か
ら
請
求
を
受
け
る
場
合
（
キ
ャ
リ
ア
課
金
）

等
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

仮
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
詐
欺
等
の
被
害
に
遭
っ

た
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
済
手
段
に
よ
っ
て

適
用
さ
れ
る
法
律
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
、
受
け
皿
と
な
る
法
律
が
未
整
備
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
決
済
方
法
は
い
ず
れ
も
便
利
な
も

の
で
す
が
、
い
ざ
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
際
の

こ
と
も
考
え
た
上
で
利
用
を
し
た
い
も
の
で
す
。

も
し
、
こ

の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に

役
場
等
へ
相

談
し
て
く
だ

さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
多
様
化
す
る
決
済
方
法
」

帯広の紅葉の様子

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

＊７月９日の住基法改正により、今月分
から外国人住民（２７名）を含む。


